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「三田学会雑誌」102巻 1 号 （2009年 4 月）

小特集：「いのち」の歴史学に向けて

 われわれはいまどんな時代に生きているのか-----

ベトナム戦争報道写真家として著名なだけでなく，バイオエシックス，ホスピスの先駆者でもあっ 

た岡村昭彦（1929- 8 5年）は，既に 1980年において，同時代を「遺伝子操作が可能な時代」と捉え， 

その時代に必要なことは「人権意識」であると看破している。

それからはやくも3 0年近くが経過し，生命科学，先端医療は飛躍的に発展した。いま E S 細胞や 

iP S 細胞が夢の再生医療を約束するものであるように語られている。仮にその夢が現実化したとす 

れば，損傷した臓器や組織はつねに交換可能となり，従来の身体観，生命観は大きく揺れ動くこと 

になるだろう。しかし，いっぽうにおいて確実に言えるのは，そうした技術が万人の手に届くこと 

はありえないということである。「後期高齢者医療」のあり方をめぐって迷走が続く，逼迫した財政 

状況のなかに生きる者として，夢を見るまえに，ま ず は 「棄てられるいのち」のほうにこそ注目す 

る必要があるだろう。

では，こ の 「操作可能な時代」をわれわれはどのように把握し，どのように対処すべきなのか。そ 

れが，今回のコンファレンス「『いのち』の歴史学に向けて—— われわれはいまどんな時代に生きて 

いるのか」の課題であり，したがって同じテーマをもつ本小特集の課題である。

1960年代は，ベトナム戦争で枯葉剤が遺伝子を直撃し，胎児性水俣病が確認され，「いのちへの侵 

犯」が顕在化するいっぽうで， DNA 二重螺旋構造が脚光を浴び，近代的なホスピスが試みられ，あ 

るいは心臓移植手術が行なわれ，「いのちの救済」が新たな段階を迎える時期でもある。この 1960 

年代以降の「現代史」を，「いのち」の観点から書き換えていく試みを，われわれは「いのちの歴史 

学」と名づけ，そこへ向かう第一歩としてこの一連の企画は立てられた。

本小特集で掲載される論文も，このような学際的な視点を重視し，意識的に異なる分野から集め 

られている。直接的に 1960年代以降を扱っていない論文もあるが，「いのちの歴史学」への問題間 

心を重層的に示すためにあえて迂回的方法がとられていると考えていただきたい。

本小特集の論文とコンファレンスの報告は同じものではない。コンファレンスの詳細は，次に掲 

げ る 「日 程 （プログラム) 」を参照していただきたい。また，レセプションにおける田中明名誉教授 

の 「乾杯の辞」を併せてここに収録した。
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なお，2009年 6 月に岩波書店から刊行予定の高草木光一編『連 続 講 義 「いのち」から現代世界 

を考える』に，本コンファレンスの内容の一部が収録されることを付け加えておく。

髙 草 木 光 一

(経済学部教授)

—— 1 8 ——



日 程 （プログラム)

2008 年 5 月 24 日 （土）

午後 3 時 〜 午 後 4 時 3 0 分

報告者：小 川 康 「チベット医学と現代医学」

討論者：皆吉淳平•土屋敦 

午後 5 時 〜 午 後 7 時 3 0 分 レ セ プ シ ョ ン （CHINA E X P R E S S杏花園） 

挨 拶 ：飯田裕 康 「1 8世紀イギリスからみた『いのち』の歴史学」

2 0 0 8年 5 月 2 5 日 （日）

午前 9 時 〜 午 前 1 0時

報告者：マリア，サ キ ム 「ウイグル医学と現代医学」

討論者：横佐知子 

午前 1 0時〜午前 1 1時 3 0 分

報告者：清 水 透 「『いのち』の歴史学とオーラル•ヒストリー」

高草木光一「1 9世紀フランス社会主義思想史から『いのち』の歴史学へ」 

午後 1 時 〜 午 後 3 時 3 0 分

報告者：山ロ研一郎「医学の歴史と『いのち』の歴史学」

島 蘭 進 「宗教学からみた『いのち』の歴史学」

最 首 悟 「水俣問学と『いのち』の歴史学」

午後 4 時 〜 午 後 7 時

総括 討 論 「われわれはいまどんな時代に生きているのか」

会 場 •

西校舎 5 0 1番 教 室 （5 月 2 4 日) 東館 8 階会議室（5 月 2 5 日）

参加者 • * 肩書きはすべて当時

小 川 康 （チベット医学暦法学大学附属病院医師）

皆 吉 淳 平 （芝浦工業大学工学部講師）

土 屋 敦 （東京大学大学院G -C O E「死生学の展開と組織化」特任研究員）

マリア •サ キ ム （慶應義塾大学経済学部特別招聘准教授，元新疆医科大学副教授）

横 佐 知 子 （日本伝統医療科学大学院大学講師）

清 水 透 （慶應義塾大学経済学部教授）

高草木光一（慶應義塾大学経済学部教授）

山ロ研一郎（医師，現代医療を考える会代表）

島 蘭 進 （東京大学大学院人文社会系研究科教授）

最 首 悟 （和光大学名誉教授）

(以上，報告者•討論者，プログラム順）
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飯 田 裕 康 （慶應義塾大学名誉教授）

上野重喜（NHKラジオディレクター）

大村次郷（フォトジャーナリスト）

奥村勇斗（慶應義塾大学大学院経済学研究科修士課程）

小 田 な ら （京都大学大学院アジア•アフリカ地域研究研究科修士課程）

迫 田 朋 子 （NHK制作局チーフディレクター）

田 中 明 （慶應義塾大学名誉教授）

田中智彦（東京医科歯科大学教養部准教授）

長 沖暁子（慶應義塾大学経済学部准教授）

中川道夫（フォトジャーナリスト）

玄 順 恵 （文筆家•画家）

(以上，参加者，5 0音順)
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